
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フデラボは、新たな都市計画マスタープランの策定をきっかけとして、地域の魅力を高めるためのアイディア

を出し合いながら、「まちの将来の姿」を地域のみなさんと一緒に楽しく考えるワークショップです。 

第３回目である今回は、第２回目でまとめた地域の魅力や課題を踏まえて、みなさんが住んでいる地域の未来

について意見交換し、エリアマップに描き込みました。 

 フデラボの進行は、まちラボ有限会社代表取締役、名城大学非常勤講師の TAKEZO（タケゾー）さんです。冒頭、

第２回目の様子をまとめたニュースレターを活用して、前回のグループワークのテーマ「わたしの地域って？魅

力や課題再発見！」について、振返りをしました。 

 

 

 グループワークに入る前に、現都市計画マスタープラン

の地域別構想について説明しました。 

現都市計画マスタープランでは、市を北部、中部、西部、

東部、南部の５つの地域に分け、策定当時に実施した市民

アンケートやワークショップでの課題などを踏まえ、地域

のまちづくりの目標や方針が設定され、これに基づいたま

ちづくりが進められていることを知ることができました。 
 

 

 

 

 次に、みなさんが思い描

くまちの未来の姿をイラ

ストで描き、グループ内で

共有しました。 

 それを踏まえ、将来「な

ったらいいな」と思う地域

の姿を、川柳でまとめまし

た。 

 

 

～「都市計画マスタープラン」策定のための“創造的な対話の場”～ 

フューチャーデザインラボ 
 

DAY３ 

 

未来を描こう！ 

デザインゲーム 

１ オープニング（はじめに）・前回の振返り 

３ 絵カード DE 自己紹介とまちづくり川柳 

２ プチレクチャー「現都市計画マスタープランの地域別構想は？」 

ニュースレター 
尾張旭市は、新たな都市計画マスタープランの策定を進めています。
そこで、まちの魅力を再発見し、10年後の地域の未来を、みんなで
ワイワイガヤガヤ語り合う場「フューチャーデザインラボ（＝フデ
ラボ）」を開催しました。今回は 16名の方に参加いただきました。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

4 グループワーク「描こう！10年後。地域の未来」 

西 中央 東 

南 

西 

5 グループ発表＆全体共有 

中央 

東 

南 

各グループが描いた地域の未来マップとまちづく

り川柳を発表しました。 

グループワークでは、第２回目のワークショップでの内容を踏まえて、各地域のまちの未来について意見交換し、その姿をマップに描き込みました。下の図は、グル

ープワークで出された意見の中から、一部抜粋し記載しています。（ピンク付箋：ソフト面の取組 ブルー付箋：ハード面の取組） 

マップに示す色 

【絵カードに描かれた各地域の未来の姿（タイトル＆キーワード）】 

西地域 

 全員が楽しいまち（みんなが集まれる施設、助け合いのまち） 

 駅から歩いて楽しめるまち（家族で遊べる場所、誰でも食事や休憩、トイレができるなど）  

 農業と商業が共存し続けるところ（田畑がある、ビルがある、家、学校があるなど） 

中央地域 

 地域交流（市民参加の地域イベント、商業サイト、グルメイベント、バーベキュー場） 

 尾張旭駅に集まる施設（駅北に芝生でのんびり、商業施設で人が集まるなど） 

 あさひの魅力を世界に発信（城山公園・スカイワードにもっと活気を、聖地巡礼など） 

東地域 

 自然と共生できるまち（田んぼ・果樹園、すんだ空気） 

 歩車分離の三郷駅交差点（車両は地下、人は段差のない地面、新しいモビリティなど） 

 愛知用水沿いの散策路（親子で散歩、楽しくジョギングなど） 

南地域 

 キャンプっぽい感じ（バーベキュー、釣り、人が集まる） 

 どの世代も気軽に立ち寄れる場所（どの世代も体を動かせる、街路灯設置など） 

 防犯カメラ（安心安全なまち、老人と子どもにやさしいまち） 

人が集まる 
イベントを！ 

田んぼを 
守ろう 

もっと通り 
やすく道の幅が 
広がるといい 

もっと 
小幡緑地を 
活性化 

印場線を 
高架にする 

（渋滞の解消） 

どうだん亭 

矢田川の活用 

市民プールの 
利活用 

（駐車場も） 

新池の活用 
スーパーがない 
商業しやすい 

名駅まで 
見える景観 

矢田川を 
拠点とした人の 

つながり 

渋滞対策 
道路拡張 

飲食店などの 
にぎわいが 
ほしい 

チェーン店ばか
り、おしゃれな
店がほしい 

ロープウェイ 

ランニング 
ステーション 

フリーワーク 
スペース・ 

リモートワーク 

みどりの広場 

新しい 
モビリティ 

高架化 
道路 

あさぴー 
マラソン 

サイクリング 
ロード 

名鉄を高架化 

自由に利用 
できる休憩所 

森林公園で 
いろいろな 
イベント 

ドローン 
サバゲー 

体育館 
（観客席あり） 

あさぴーの 
自動運転 

市役所の 
活用 

駅前横丁 

スカイワード 
ジップイン 

鉄道、バスに 
続く交通機関 

矢田川活用 
川辺でいろいろな 

イベント 

テナント活用 

図書館を 
充実させる 

駅前横丁 

長屋的な 
飲食店 



 

 

グループワークの終わりに、これから 10年先の 2036年の未来に向けて、市全体で大切にしたいまちづくりの

キーワードを参加者みなさんから出していただきました。気に入ったキーワードを、一人３票を上限に投票した

ところ、“ちょうどいいまち”が最も多い票を集めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フデラボの最後に、参加者みなさんにひとことアンケートを実施し、参加してみて感じたことなどを答えてい

ただきました。その中の一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 市全体で大切にしたいこと～2036 まちづくりキーワード 

尾張旭市役所 都市整備部都市計画課都市政策係 

電話番号：0561-76-8156（直通） 

E-mail：tokei@city.owariasahi.lg.jp 
お問い合わせ 

・各地域の特性や問題点もわかり参考になりました。 

・グループで意見を出しあったことで、沢山の視点に触れることができました。 

・それぞれの地域ごとに特色があっておもしろかったです。 

・交通がキーワードになっていることがわかった。 

・緑と水への移動に対する関心が高い事がわかった。 

・グループワークが楽しかったです。ロープウェイのこと等、発想が豊かで驚くことばかりでした。 

・まちの形と未来がどうなるのか楽しくなりそう。                        etc 

前回 今回 
 

次回 前々回 

７ ひとことアンケート 

８ フデラボの今後のスケジュール 

【主な意見を得票数】           ※上位５位まで掲載 

順位 キーワード 得票数 

１ ちょうどいいまち ７ 

２ パラサイトシティ便利と安らぎの共存 ６ 

３ 

森の緑と水の青 混雑せずにおちつくまちに 

５ 皆が知り合い尾張旭 

全ての世代が学びあう 学びつづけられるまち 

４ 
みんなが集まるメインストリート 

４ 
程よい距離感 

５ 

自然と人々の共生 

３ コンパクトシティ歩けるまち 

多世代が交流するおだやかな時間が流れるまち 

 


